
(57)【要約】

【課題】非接触ＩＣカードのデータの読取り／書込み処

理を行なうＩＣデータ処理ユニットを、アンテナ部とデ

ータ処理部を一体化して配置できるスペースを、搬送路

上側に確保する。

【解決手段】搬送面Ａの上側に配置する押圧ローラ３３

，３４を連結保持する連結部材３５を、その中央部が搬

送路から離れる方向に略コ字状に折曲された形状にして

搬送路上側にＩＣデータ処理ユニット３８設置用のスペ

ースを形成し、アンテナ部とデータ処理部を一体化した

ＩＣデータ処理ユニット３８を設置する。連結部材３５

の両端部上面とガイド部材３６のリテーナ部３６ａ，３

６ａとの間には、コイルバネ３７，３７を介在し、押圧

ローラ３３，３４を搬送ローラ３１，３２側に弾性付勢

する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 路 に 沿 っ て 間 隔 を 設 け て 配 置 さ れ る 搬 送 ロ ー ラ と 搬 送 面 を 挟 ん で
対 向 し て 搬 送 路 上 側 に 配 置 さ れ 、 連 結 部 材 に よ り 互 い に 連 結 さ れ て 前 記 搬 送 ロ ー ラ 側 に 弾
性 付 勢 さ れ る 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ を 備 え 、 該 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ 間 の 搬 送 路 部 分 で 、 ア ン テ ナ
部 と デ ー タ 処 理 部 を 備 え る Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト に よ り 前 記 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て
デ ー タ の 読 取 り ／ 書 込 み 処 理 を 行 な う 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 で あ っ て 、
前 記 連 結 部 材 を 、 両 端 部 に 前 記 押 圧 ロ ー ラ を 回 転 自 由 に 設 け 中 央 部 が 搬 送 路 か ら 離 れ る 方
向 に 略 コ 字 状 に 折 曲 さ れ た 形 状 に す る と 共 に 、 前 記 連 結 部 材 の 上 面 側 を 介 し て 押 圧 ロ ー ラ
を 搬 送 ロ ー ラ 側 に 弾 性 付 勢 す る 弾 性 部 材 を 設 け る 構 成 と し 、 前 記 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ 間 の 搬
送 路 上 方 に 、 前 記 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た 前 記 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を
設 置 可 能 な ス ペ ー ス を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
搬 送 路 側 壁 の 一 方 に 着 脱 自 由 に 係 止 す る 係 止 片 を 有 し 、 搬 送 路 側 壁 に 係 止 し た 状 態 で 下 面
が 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 と な る ガ イ ド 部 材 を 設 け 、 該 ガ イ ド 部 材
の 搬 送 路 側 壁 と 反 対 側 側 面 に 突 設 し た リ テ ー ナ 部 と 前 記 連 結 部 材 の 上 面 と の 間 に 、 前 記 弾
性 部 材 を 介 在 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 搬 送 面 と 略 平 行 に 伸 び る 前 記 連 結 部 材 の 両 端 部 上 方 に そ れ ぞ れ 前
記 リ テ ー ナ 部 が 突 設 さ れ 、 前 記 連 結 部 材 の 各 端 部 上 面 と 前 記 ガ イ ド 部 材 の 各 リ テ ー ナ 部 と
の 間 に そ れ ぞ れ 前 記 弾 性 部 材 を 介 在 す る 構 成 で あ る 請 求 項 ２ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処
理 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た 前 記 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 、 搬 送 路 上 方 の 前
記 ス ペ ー ス に 前 記 ア ン テ ナ 部 を 搬 送 面 側 に 近 接 さ せ て 配 置 し 、 前 記 ガ イ ド 部 材 に 固 定 す る
構 成 と し た 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 そ の 下 面 が 前 記 搬 送 路 の 幅 と 略 同 等 の 幅 を 有 し 、 該 下 面 の 搬 送 方 向 に
沿 っ た 両 端 部 を 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 と す る 構 成 で あ る 請 求 項
２ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 搬 送 方 向 に 沿 っ て 前 記 係 止 片 を 複 数 有 す る 構 成 で あ る 請 求 項 ２ ～ ５ の
い ず れ か １ つ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 搬 送 方 向 の 一 方 の 端 部 を 、 搬 送 面 に 対 し て 上 方 向 に 回 動 可 能 な よ う に
前 記 搬 送 路 側 壁 に 軸 支 さ れ 、 他 方 の 端 部 に 前 記 係 止 片 を 設 け る 構 成 で あ る 請 求 項 ２ ～ ５ の
い ず れ か １ つ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト で デ ー タ 処 理 さ れ た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て 目 視 デ ー タ を
印 字 処 理 す る 印 字 処 理 部 の 搬 送 路 の 上 側 に 、 搬 送 面 を 挟 ん で 搬 送 ロ ー ラ と 対 向 す る 押 圧 ロ
ー ラ を 搬 送 ロ ー ラ 側 に 押 圧 す る 加 圧 ユ ニ ッ ト を 設 け 、 該 加 圧 ユ ニ ッ ト を 取 外 す こ と で 搬 送
路 上 側 が 開 放 さ れ る 構 成 で あ る 請 求 項 ２ ～ ７ に い ず れ か １ つ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処
理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ 間 の 搬 送 路 下 方 に 、 前 記 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た 前
記 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 設 置 可 能 な ス ペ ー ス を 有 す る 構 成 で あ る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず
れ か １ つ に 記 載 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
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本 発 明 は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド を 搬 送 し な が ら デ ー タ の 読 取 り ／ 書 込 み 処 理 （ 以 下 、 Ｒ ／ Ｗ
処 理 と す る ） を 行 な う 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 に 関 し 、 特 に 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 通 信
距 離 の 長 短 に 関 係 な く ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し て Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を
配 置 で き る よ う に し た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 パ ー キ ン グ カ ー ド 、 ポ イ ン ト カ ー ド 、 定 期 券 、 入 場 券 等 、 様
々 な カ ー ド 類 に 適 用 さ れ て い る 。 こ の よ う な カ ー ド 類 で は 、 デ ー タ の Ｒ ／ Ｗ 処 理 と 共 に 、
そ の 内 容 を 目 視 で き る よ う 表 示 す る こ と が 必 要 な 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 は 、 カ ー ド 搬 送 路
に 沿 っ て Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 と 印 字 処 理 部 を 設 け 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 と 目 視 デ ー タ の 印 字 処 理 を 連 続 的
に 行 な う 構 成 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ に 、 従 来 の こ の 種 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 に お け る Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 の 構 成 の 概 略 を
示 す 。
図 ７ に お い て 、 搬 送 方 向 に 間 隔 を 設 け て 配 置 さ れ た 搬 送 ロ ー ラ １ ， ２ と 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド
（ 図 示 せ ず ） の 搬 送 面 Ａ を 挟 ん で 対 向 す る 押 圧 ロ ー ラ ３ ， ４ が 搬 送 面 Ａ の 上 側 に 設 け ら れ
る 。 各 押 圧 ロ ー ラ ３ ， ４ の 向 き が 不 揃 い に な る こ と で カ ー ド 搬 送 に 支 障 が 生 じ る の を 防 ぐ
た め に 、 図 ８ に 示 よ う な 梯 子 状 の 板 バ ネ ５ で 押 圧 ロ ー ラ ３ ， ４ を 連 結 す る と 共 に 、 搬 送 ロ
ー ラ １ ， ２ 側 に 弾 性 付 勢 し て い る 。 押 圧 ロ ー ラ ３ ， ４ は 、 板 バ ネ ５ に 固 定 さ れ た 支 軸 ６ ，
７ に 回 転 自 由 に 設 け ら れ 、 そ の プ ー リ 部 に ベ ル ト ８ が 巻 回 さ れ て い る 。 板 バ ネ ５ の 中 央 部
に は 支 点 軸 ９ が 固 定 さ れ て お り 、 板 金 製 の 搬 送 路 側 壁 １ ０ ， １ １ の 貫 通 孔 １ ０ ａ ， １ １ ｂ
に 、 前 記 支 点 軸 ９ 端 部 を 貫 通 し て 板 バ ネ ５ を 搬 送 路 側 壁 １ ０ ， １ １ に 支 持 す る 。 １ ２ は 、
支 点 軸 ９ に 回 転 自 由 に 設 け ら れ た ア イ ド ラ プ ー リ で 、 板 バ ネ ５ を 避 け て ベ ル ト ８ を 張 架 す
る た め の も の で あ る 。 押 圧 ロ ー ラ ３ ， ４ の 間 の 搬 送 路 部 分 に 配 置 さ れ る Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ
ニ ッ ト １ ３ は 、 搬 送 路 下 方 に 配 置 さ れ た デ ー タ 処 理 部 １ ３ Ａ と 、 搬 送 面 Ａ と 板 バ ネ ５ の 間
に 配 置 さ れ た ア ン テ ナ 部 １ ３ Ｂ を 備 え 、 デ ー タ 処 理 部 １ ３ Ａ と ア ン テ ナ 部 １ ３ Ｂ は 配 線 １
４ で 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ 中 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ は 、 搬 送 路 に 沿 っ て 適 所 に 配 置 さ
れ た 位 置 検 出 用 セ ン サ （ 図 中 点 線 で 示 す ） 、 １ ５ ｃ は カ ー ド の 向 き 及 び 表 裏 判 定 用 セ ン サ
（ 図 中 点 線 で 示 す ） 、 １ ６ は 、 搬 送 ロ ー ラ １ を 駆 動 す る モ ー タ で あ る 。 モ ー タ １ ６ の 動 力
は 、 ベ ル ト １ ７ ， １ ８ を 介 し て 搬 送 ロ ー ラ １ に 伝 達 さ れ 、 搬 送 ロ ー ラ １ に 圧 接 す る 押 圧 ロ
ー ラ ３ が 回 転 し 、 ベ ル ト ８ を 介 し て 押 圧 ロ ー ラ ４ が 回 転 し 、 押 圧 ロ ー ラ ４ が 圧 接 す る 搬 送
ロ ー ラ ２ が 回 転 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
か か る 構 成 の 処 理 装 置 に よ る Ｒ ／ Ｗ 処 理 動 作 を 簡 単 に 説 明 す る 。
挿 入 口 １ ９ 側 か ら 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド が 挿 入 さ れ 、 セ ン サ １ ５ ａ に よ り カ ー ド の 挿 入 が 検 知
さ れ る と 、 モ ー タ １ ６ が 駆 動 し て カ ー ド が ロ ー ラ ２ ， ４ で 挟 持 さ れ て 図 １ 中 左 方 向 に 搬 送
さ れ 、 セ ン サ １ ５ ｃ で カ ー ド 挿 入 方 向 及 び 表 裏 の 検 知 が 行 な わ れ 、 正 し け れ ば 搬 送 動 作 を
継 続 す る 。 セ ン サ １ ５ ｂ で カ ー ド が 検 知 さ れ る と 、 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト １ ３ に よ り デ
ー タ の Ｒ ／ Ｗ 処 理 が 実 行 さ れ る 。 Ｒ ／ Ｗ 処 理 が 終 了 す る と 、 カ ー ド を 図 １ 中 左 方 向 に 搬 送
し て 印 字 処 理 部 に よ る 印 字 処 理 を 実 行 す る 。 両 処 理 が 終 了 す れ ば カ ー ド を 挿 入 口 １ ９ 側 に
返 却 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の Ｉ Ｃ チ ッ プ は 多 種 多 様 で 、 通 信 距 離 の 長 い も の （ 通 信 距 離
２ ５ ｍ ｍ 以 上 ） も あ れ ば 短 い も の （ 通 信 距 離 ５ ～ １ ０ ｍ ｍ ） も あ り 、 こ の 種 の 非 接 触 Ｉ Ｃ
カ ー ド 処 理 装 置 は 、 様 々 な 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 応 で き る も の が 求 め ら れ て い る 。 こ の 場
合 、 組 立 て 作 業 性 や 組 立 て 後 の カ ー ド 詰 ま り 発 生 時 の 対 応 を 考 慮 す れ ば 、 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理
ユ ニ ッ ト と し て 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し て 配 置 で き る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し な が ら 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う な 従 来 構 造 で は 、 搬 送 面 Ａ に 近 接 し て ア ン テ ナ 部
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を 配 置 す る 必 要 が あ る 通 信 距 離 の 短 い 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て は 、 セ ン サ １ ５ ｃ 等 が あ
る た め に 図 ７ に 示 す よ う に 搬 送 面 Ａ の 上 側 で 搬 送 面 Ａ に 近 接 し て ア ン テ ナ 部 １ ３ Ｂ を 配 置
せ ざ る を 得 な い 。 こ の 場 合 、 押 圧 ロ ー ラ ３ ， ４ を 連 結 す る 板 バ ネ ５ が 邪 魔 に な り デ ー タ 処
理 部 １ ３ Ａ の 設 置 ス ペ ー ス が な く 、 Ｉ Ｃ で ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト １ ３ を デ ー タ 処 理 部 １ ３ Ａ と
ア ン テ ナ 部 １ ３ Ｂ に 分 離 し 、 デ ー タ 処 理 部 １ ３ Ａ は 図 ７ に 示 す よ う に 搬 送 路 下 方 に 配 置 し
て い る 。 こ の た め 、 ア ン テ ナ 部 １ ３ Ｂ と デ ー タ 処 理 部 １ ３ Ａ と の 間 に 長 い 配 線 １ ４ が 必 要
と な り 、 組 立 て に 手 間 が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 組 立 て 作 業 前 に Ｉ Ｃ デ ー タ 処
理 ユ ニ ッ ト １ ３ の ア ン テ ナ 部 １ ３ Ｂ と デ ー タ 処 理 部 １ ３ Ａ を 分 離 す る た め 、 両 者 の 対 応 関
係 に 食 違 い が 生 じ な い よ う に Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 管 理 す る 必 要 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
更 に は 、 組 立 て 後 に カ ー ド 詰 ま り が 発 生 し た 場 合 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド を 取 り 出 す た め に 板
バ ネ ５ 及 び ア ン テ ナ 部 １ ３ Ｂ を 外 し て 搬 送 路 を 開 放 す る が 、 こ の 場 合 に 、 ア ン テ ナ 部 １ ３
Ｂ を 取 外 す 前 に 配 線 を 外 す 必 要 が あ り 、 搬 送 路 の 開 放 に 手 間 が か か る 。
尚 、 ア ン テ ナ 部 を 搬 送 面 Ａ か ら 離 し て 配 置 で き る 通 信 距 離 の 長 い 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し
て は 、 セ ン サ １ ５ ｃ よ り 下 方 の ス ペ ー ス を 利 用 し て 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化
し て Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 配 置 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 通 信 距 離 の 長 短 に 関
係 な く ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し て Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト の 配 置 を 可 能 と し
た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 路 に 沿 っ て 間 隔 を 設 け て 配 置 さ
れ る 搬 送 ロ ー ラ と 搬 送 面 を 挟 ん で 対 向 し て 搬 送 路 上 側 に 配 置 さ れ 、 連 結 部 材 に よ り 互 い に
連 結 さ れ て 前 記 搬 送 ロ ー ラ 側 に 弾 性 付 勢 さ れ る 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ を 備 え 、 該 一 対 の 押 圧 ロ
ー ラ 間 の 搬 送 路 部 分 で 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 備 え る Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト に よ
り 前 記 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て デ ー タ の 読 取 り ／ 書 込 み 処 理 を 行 な う 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド
処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 連 結 部 材 を 、 両 端 部 に 前 記 押 圧 ロ ー ラ を 回 転 自 由 に 設 け 中 央 部 が
搬 送 路 か ら 離 れ る 方 向 に 略 コ 字 状 に 折 曲 さ れ た 形 状 に す る と 共 に 、 前 記 連 結 部 材 の 上 面 側
を 介 し て 押 圧 ロ ー ラ を 搬 送 ロ ー ラ 側 に 弾 性 付 勢 す る 弾 性 部 材 を 設 け る 構 成 と し 、 前 記 一 対
の 押 圧 ロ ー ラ 間 の 搬 送 路 上 方 に 、 前 記 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た 前 記 Ｉ Ｃ デ
ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 設 置 可 能 な ス ペ ー ス を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
か か る 構 成 で は 、 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ を 連 結 す る 連 結 部 材 の 中 央 部 が 搬 送 路 か ら 離 れ る 方 向
に 略 コ 字 状 に 折 曲 さ れ て い る の で 、 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ 間 の 搬 送 路 部 分 の 上 方 に 従 来 よ り 広
い ス ペ ー ス が 確 保 で き る 。 こ の ス ペ ー ス に 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た Ｉ Ｃ
デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 、 ア ン テ ナ 部 を 搬 送 面 側 に 近 接 さ せ る よ う に し て 配 置 で き る よ う に
な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 搬 送 路 側 壁 の 一 方 に 着 脱 自 由 に 係 止 す る 係 止 片 を 有 し 、 搬 送 路 側 壁
に 係 止 し た 状 態 で 下 面 が 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 と な る ガ イ ド 部 材
を 設 け 、 該 ガ イ ド 部 材 の 搬 送 路 側 壁 と 反 対 側 側 面 に 突 設 し た リ テ ー ナ 部 と 前 記 連 結 部 材 の
上 面 と の 間 に 、 前 記 弾 性 部 材 を 介 在 す る 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
か か る 構 成 で は 、 ガ イ ド 部 材 の 係 止 部 を 搬 送 路 側 壁 か ら 外 す だ け で 、 ガ イ ド 部 材 及 び 連 結
部 材 を 取 外 す こ と が で き 、 搬 送 路 の 開 放 が 容 易 と な る 。
具 体 的 に は 、 請 求 項 ３ の よ う に 、 前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 搬 送 面 と 略 平 行 に 伸 び る 前 記 連
結 部 材 の 両 端 部 上 方 に そ れ ぞ れ 前 記 リ テ ー ナ 部 が 突 設 さ れ 、 前 記 連 結 部 材 の 各 端 部 上 面 と
前 記 ガ イ ド 部 材 の 各 リ テ ー ナ 部 と の 間 に そ れ ぞ れ 前 記 弾 性 部 材 を 介 在 す る 構 成 と す る と よ
い 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ の よ う に 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た 前 記 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト
を 、 搬 送 路 上 方 の 前 記 ス ペ ー ス に 前 記 ア ン テ ナ 部 を 搬 送 面 側 に 近 接 さ せ て 配 置 し 、 前 記 ガ
イ ド 部 材 に 固 定 す る 構 成 と す れ ば 、 通 信 距 離 の 短 い 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て も デ ー タ の
Ｒ ／ Ｗ 処 理 が 可 能 と な る 。 ま た 、 ガ イ ド 部 材 を 搬 送 路 側 壁 か ら 外 せ ば 、 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ
ニ ッ ト も 外 れ る の で 搬 送 路 の 開 放 が よ り 一 層 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ５ の 発 明 で は 、 前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 そ の 下 面 が 前 記 搬 送 路 の 幅 と 略 同 等 の 幅 を 有 し
、 該 下 面 の 搬 送 方 向 に 沿 っ た 両 端 部 を 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 と
す る 構 成 で あ る 。
か か る 構 成 で は 、 ガ イ ド 部 材 を 取 付 け れ ば 、 搬 送 路 の 両 側 に 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 を ガ
イ ド す る ガ イ ド 部 材 の 取 付 け が で き 、 ガ イ ド 部 材 と 反 対 側 の 搬 送 路 側 壁 側 に 、 ガ イ ド 部 材
と は 別 の ガ イ ド 部 材 を 取 付 け る 必 要 が な く な り 、 組 立 て 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 請 求 項 ６ の よ う に 、 前 記 ガ イ ド 部 材 は 、 搬 送 方 向 に 沿 っ て 前 記 係 止 片
を 複 数 有 す る 構 成 と し て 、 搬 送 路 側 壁 か ら 取 外 せ る よ う に し て も よ く 、 ま た 、 請 求 項 ７ の
よ う に 、 搬 送 方 向 の 一 方 の 端 部 を 、 搬 送 面 に 対 し て 上 方 向 に 回 動 可 能 な よ う に 前 記 搬 送 路
側 壁 に 軸 支 さ れ 、 他 方 の 端 部 に 前 記 係 止 片 を 設 け る 構 成 と し て 、 搬 送 路 の 上 方 向 に 回 動 す
れ ば 搬 送 路 が 開 放 で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ２ の 構 成 に お い て 、 請 求 項 ８ の よ う に 、 前 記 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト で デ ー タ 処 理
さ れ た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て 目 視 デ ー タ を 印 字 処 理 す る 印 字 処 理 部 の 搬 送 路 の 上 側 に
、 搬 送 面 を 挟 ん で 搬 送 ロ ー ラ と 対 向 す る 押 圧 ロ ー ラ を 搬 送 ロ ー ラ 側 に 押 圧 す る 加 圧 ユ ニ ッ
ト を 設 け 、 該 加 圧 ユ ニ ッ ト を 取 外 す こ と で 搬 送 路 上 側 が 開 放 さ れ る 構 成 と す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
か か る 構 成 で は 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 の 搬 送 路 の 開 放 が 容 易 に な る の に 加 え て 印 字 処 理 部 の 搬 送
路 の 開 放 が 容 易 と な り 、 搬 送 路 全 体 の 開 放 が 容 易 に な り 、 カ ー ド 詰 ま り 発 生 時 に お け る カ
ー ド の 除 去 が 極 め て 容 易 と な る 。
ま た 、 請 求 項 ９ の よ う に 、 前 記 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ 間 の 搬 送 路 下 方 に 、 前 記 ア ン テ ナ 部 と デ
ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た 前 記 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 設 置 可 能 な ス ペ ー ス を 有 す る 構 成
と す れ ば 、 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト の 設 置 場 所 を 搬 送 路 の 上 方 に す る か 下 方 に す る か を 選
択 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
図 １ に 、 本 発 明 に 係 る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 の 一 実 施 形 態 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。 尚 、
図 ７ の 従 来 例 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
図 １ に お い て 、 本 実 施 形 態 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 ２ ０ は 、 挿 入 さ れ る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ
ー ド ２ １ に 対 し て デ ー タ の Ｒ ／ Ｗ 処 理 を 行 な う Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 ３ ０ と 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 ３ ０ で
デ ー タ 処 理 し た 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ の 印 刷 領 域 に 目 視 デ ー タ の 印 字 処 理 を 行 な う 印 字 処
理 部 ５ ０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 ３ ０ は 、 搬 送 路 に 沿 っ て 搬 送 面 Ａ 下 側 に 間 隔 を 設 け て 配 置 さ れ た 搬 送 ロ ー ラ
３ １ ， ３ ２ と 、 搬 送 面 Ａ を 挟 ん で 搬 送 ロ ー ラ ３ １ ， ３ ２ と 対 向 す る 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４
と 、 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ を 互 い に 連 結 し 回 転 自 由 に 支 持 す る 後 述 す る 合 成 樹 脂 製 の 連 結
部 材 ３ ５ と 、 搬 送 路 側 壁 の 一 方 に 着 脱 自 由 に 係 止 し て 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ の 搬 送 を ガ イ
ド す る た め の 後 述 す る 合 成 樹 脂 製 の ガ イ ド 部 材 ３ ６ と 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ と 連 結 部 材 ３ ５ 上
面 と の 間 に 介 在 し て 連 結 部 材 ３ ５ を 介 し て 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ を 搬 送 ロ ー ラ ３ １ ， ３ ２
側 に 押 圧 す る 弾 性 部 材 と し て の コ イ ル バ ネ ３ ７ ， ３ ７ と 、 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ 間 の 搬 送
路 に お い て 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ に 対 し て デ ー タ の Ｒ ／ Ｗ 処 理 を 行 な う Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ
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ニ ッ ト ３ ８ と 、 従 来 と 同 様 の セ ン サ １ ５ ａ ～ １ ５ ｃ と 、 モ ー タ １ ６ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に 、 連 結 部 材 ３ ５ 及 び ガ イ ド 部 材 ３ ６ の 詳 細 を 示 す 。
前 記 連 結 部 材 ３ ５ は 、 各 端 部 ３ ５ ａ ， ３ ５ ａ が 搬 送 面 Ａ と 略 平 行 に 伸 び 、 中 央 部 ３ ５ ｂ が
搬 送 路 か ら 離 れ る 方 向 に 略 コ 字 状 に 折 曲 さ れ た 形 状 で あ る 。 各 端 部 ３ ５ ａ ， ３ ５ ａ の 側 壁
に 、 そ れ ぞ れ 支 軸 ３ ５ Ａ ， ３ ５ Ａ の 一 端 が 図 ３ に 示 す よ う に 嵌 合 固 定 さ れ 、 各 支 軸 ３ ５ Ａ
， ３ ５ Ａ に 軸 受 け ３ ５ Ｂ ， ３ ５ Ｂ を 介 し て 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ が 回 転 自 由 に 取 付 け ら れ
る 。 各 端 部 ３ ５ ａ ， ３ ５ ａ の 上 面 に は 、 コ イ ル バ ネ ３ ７ ， ３ ７ の リ テ ー ナ 部 ３ ５ ｃ ， ３ ５
ｃ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
前 記 ガ イ ド 部 材 ３ ６ は 、 両 端 部 ３ ６ Ａ ， ３ ６ Ａ が 上 面 開 口 の 略 箱 状 に 形 成 さ れ 、 中 央 部 ３
６ Ｂ が 板 状 に 形 成 さ れ て い る 。 各 端 部 ３ ６ Ａ ， ３ ６ Ａ に は 、 一 方 の 側 壁 上 端 部 に 図 ３ に 示
す よ う に 下 面 に 突 設 部 を 有 し コ イ ル バ ネ ３ ７ ， ３ ７ の 一 端 を 保 持 す る リ テ ー ナ 部 ３ ６ ａ ，
３ ６ ａ が 側 方 側 に 突 設 さ れ 、 他 方 の 側 壁 上 端 部 に 図 ３ の よ う に 搬 送 路 側 壁 ３ ９ の 通 孔 ３ ９
ａ に 着 脱 自 由 に 係 止 す る 側 方 に 突 出 し た 係 止 片 ３ ６ ｂ ， ３ ６ ｂ と 、 上 方 に 突 出 し た 爪 部 ３
６ ｃ ， ３ ６ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 部 材 ３ ６ の 下 面 は 、 搬 送 路 側 壁 ３ ９ に 係 止 し た 状
態 で 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ の 搬 送 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 ３ ６ ｄ と な る 。 ま た 、 中 央 部 ３ ６
Ｂ に は 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 板 金 製 の ケ ー ス で 一 体 に 組 付 け て 構 成 さ れ る Ｉ Ｃ デ
ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ （ 図 ２ 中 、 ２ 点 鎖 線 で 示 す ） を ネ ジ 止 め す る た め の 取 付 孔 ３ ６ ｅ ，
３ ６ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 板 金 製 の 搬 送 路 側 壁 ３ ９ に 対 面 す る
同 じ く 板 金 製 の 他 方 の 搬 送 路 側 壁 ３ ９ に は 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ と 協 働 し て 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド
２ １ の 搬 送 を ガ イ ド す る ガ イ ド 部 材 ４ ０ が 固 定 さ れ て い る 。 搬 送 路 側 壁 ３ ９ ， ３ ９ は 、 非
接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ の 搬 送 時 に お け る 側 面 ガ イ ド と な る 。 図 ３ 中 の ４ １ は 、 処 理 装 置 ２ ０
全 体 の 制 御 を 行 な う 制 御 ボ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
尚 、 搬 送 ロ ー ラ ３ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 歯 付 き ベ ル ト ４ ２ が 巻 き 掛 け ら れ る ロ ー ラ 部
と 押 圧 ロ ー ラ ３ ４ が 圧 接 す る ロ ー ラ 部 が 回 転 軸 に 固 定 さ れ て お り 、 樹 脂 製 の 支 持 部 に 軸 受
け を 介 し て 回 転 軸 が 回 転 自 由 に 軸 支 さ れ て い る 。 搬 送 ロ ー ラ ３ １ は 、 モ ー タ １ ６ 側 の 駆 動
ベ ル ト １ ８ を 巻 き 掛 け る プ ー リ 部 を 備 え る 以 外 は 搬 送 ロ ー ラ ３ ２ と 同 様 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
印 字 処 理 部 ５ ０ は 、 印 字 用 サ ー マ ル ヘ ッ ド ５ １ と 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド 上 方 に 配 置 さ れ る 冷 却
フ ァ ン ５ ２ と 、 サ ー マ ル ヘ ッ ド ５ １ と 搬 送 面 Ａ を 挟 ん で 対 向 す る 印 字 用 プ ラ テ ン ロ ー ラ ５
３ と 、 プ ラ テ ン ロ ー ラ ５ ３ を 駆 動 す る ソ レ ノ イ ド ５ ４ と 、 搬 送 ロ ー ラ ５ ５ ， ５ ６ と 、 ア イ
ド ラ プ ー リ ５ ７ と 、 搬 送 面 Ａ を 挟 ん で 搬 送 ロ ー ラ ５ ５ ， ５ ６ と 対 向 す る 押 圧 ロ ー ラ ５ ８ ，
５ ９ を 搬 送 ロ ー ラ 側 に 押 圧 す る た め 搬 送 路 の 上 側 に 配 置 さ れ た 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ と 、 図 示
し な い カ ー ド 発 行 部 か ら 供 給 さ れ る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド を 検 出 す る た め の セ ン サ １ ５ ｄ ， １
５ ｅ （ 図 １ 中 、 破 線 で 示 す ） を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 本 出 願 人 に よ り 先 に 提 案 し た 例 え ば 特 願 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ８ ４ ２
５ 号 等 に 示 さ れ た 構 成 と す る と よ い 。
即 ち 、 押 圧 ロ ー ラ ５ ８ ， ５ ９ を バ ネ に よ り 図 １ で 下 向 き に 常 時 弾 性 付 勢 さ れ た 状 態 で 軸 支
す る 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ に 、 ２ 個 の 略 Ｕ 字 状 の 弾 性 腕 を 互 い に 対 向 す る よ う に 形 成 し 、 各 弾
性 腕 の 先 端 部 内 側 に 突 起 を 設 け る 。 そ し て 、 各 突 起 を 例 え ば 一 方 の 搬 送 路 側 壁 ３ ９ （ 図 １
中 で 紙 面 背 面 側 ） に 取 付 け た 一 対 の ブ ッ シ ン グ の 通 孔 に そ れ ぞ れ 挿 入 す る こ と に よ り 、 加
圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ が 搬 送 路 側 壁 ３ ９ に 対 し て 図 １ 中 で 紙 面 の 背 面 側 に 回 動 自 由 に 軸 支 さ れ る
よ う に す る 。 ま た 、 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ の 弾 性 腕 側 と 反 対 側 に ２ 個 の 係 止 爪 を 設 け 、 他 方 の
搬 送 路 側 壁 （ 図 １ 中 で 紙 面 手 前 側 ） に 取 付 け た バ ネ 鋼 か ら な る ラ ッ チ の 開 口 部 に 係 止 爪 を
係 止 す る こ と で 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ を 搬 送 路 上 方 に 閉 じ た 状 態 で 固 定 で き る よ う に な っ て い
る 。 従 っ て 、 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 係 止 爪 を ラ ッ チ か ら 外 す だ け で 、 搬 送 路 側 壁 ３ ９ に 対
し て 回 動 す れ ば 搬 送 路 上 方 を 容 易 に 開 放 で き る 構 成 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
か か る 構 成 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 の 動 作 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。
モ ー タ １ ６ の 動 力 は 、 ベ ル ト １ ７ ， １ ８ を 介 し て 搬 送 ロ ー ラ ３ １ に 伝 達 さ れ 、 ベ ル ト ４ ２
を 介 し て 他 方 の 搬 送 ロ ー ラ ３ ２ に 伝 達 さ れ 、 コ イ ル バ ネ ３ ７ ， ３ ７ の 弾 性 付 勢 力 に よ り 搬
送 ロ ー ラ ３ １ ， ３ ２ に 圧 接 す る 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ に 伝 達 さ れ る 。 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２
１ が 挿 入 さ れ セ ン サ １ ５ ａ に よ り カ ー ド の 挿 入 が 検 知 さ れ る と 、 モ ー タ １ ６ が 駆 動 し て 非
接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ が 装 置 内 部 に 取 込 ま れ る 。 セ ン サ １ ５ ｃ で カ ー ド 挿 入 方 向 及 び 表 裏 の
検 知 が 行 な わ れ 、 正 し け れ ば 搬 送 動 作 を 継 続 し 、 セ ン サ １ ５ ｂ で カ ー ド が 検 知 さ れ る と 、
Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ に よ り デ ー タ の Ｒ ／ Ｗ 処 理 が 実 行 さ れ 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 終 了 後 、
印 字 処 理 部 ５ ０ に 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
印 字 処 理 部 ５ ０ で は 、 プ ラ テ ン ロ ー ラ ５ ３ 及 び 一 方 の 搬 送 ロ ー ラ ５ ６ を 回 転 自 由 に 軸 支 す
る 支 持 部 材 ６ １ を 、 ソ レ ノ イ ド ５ ４ に よ り 図 １ 中 上 下 方 向 に 間 欠 的 に 駆 動 し て プ ラ テ ン ロ
ー ラ ５ ３ を 介 し て 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ を サ ー マ ル ヘ ッ ド ５ １ に 圧 接 し 印 字 を 行 な う 。 こ
の ソ レ ノ イ ド ５ ４ の 動 作 に 同 期 さ せ て 、 モ ー タ １ ６ で 駆 動 さ れ る プ ラ テ ン ロ ー ラ ５ ３ 及 び
搬 送 ロ ー ラ ５ ５ ， ５ ６ と 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ の 押 圧 ロ ー ラ ５ ８ ， ５ ９ と に よ り 非 接 触 Ｉ Ｃ カ
ー ド ２ １ の 搬 送 動 作 を 行 い 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ の 所 定 位 置 に 印 字 を 行 な う 。 印 字 処 理
部 ５ ０ で の 印 字 処 理 終 了 後 は 、 モ ー タ １ ６ を 逆 転 し て 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド ２ １ を 挿 入 口 側 に
返 却 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ し て 、 本 実 施 形 態 で は 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 ３ ０ に お い て 、 搬 送 路 上 側 に 配 置 す る 押 圧 ロ ー ラ
３ ３ ， ３ ４ の 連 結 部 材 ３ ５ を 、 そ の 中 央 部 ３ ５ Ｂ が 搬 送 路 か ら 離 れ る 方 向 に 略 コ 字 状 に 折
曲 す る 形 状 と す る こ と で 、 搬 送 路 上 側 に 広 い 空 間 ス ペ ー ス を 形 成 す る よ う に し た 。 こ れ に
よ り 、 ア ン テ ナ 部 を 搬 送 路 に 近 接 さ せ る 必 要 が あ る 通 信 距 離 の 短 い （ 通 信 距 離 ５ ～ １ ０ ｍ
ｍ ） 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 の 場 合 で も 、 ア ン テ ナ 部 上 方 に デ
ー タ 処 理 部 を 板 金 製 の ケ ー ス で 一 体 に 組 付 け た Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ が 図 １ に 示 す
よ う に 実 装 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の た め 、 通 信 距 離 の 長 短 に 関 係 な く 様 々 な 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 し て 、 ア ン テ ナ 部 と デ
ー タ 処 理 部 を 分 離 す る こ と な く 、 一 体 化 し た Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ を 使 用 で き る 。
従 っ て 、 通 信 距 離 の 短 い 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 対 応 の 処 理 装 置 と す る 場 合 に 、 ア ン テ ナ 部 と デ
ー タ 処 理 部 の 対 応 関 係 を 管 理 す る 必 要 が な く な る 。 ま た 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 個
別 に 組 付 け る 必 要 が な く 、 装 置 の 組 立 て 作 業 性 が 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ は 、 爪 部 ３ ６ ｃ ， ３ ６ ｃ を 図 ３ 中 左 方 向 に 押 し て 搬 送 路 側 壁 ３ ９ の
通 孔 ３ ９ ａ か ら 係 止 片 ３ ６ ｂ ， ３ ６ ｂ を 抜 く だ け で 、 搬 送 路 側 壁 ３ ９ か ら 外 せ る 。 し か も
、 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ を ガ イ ド 部 材 ３ ６ の 中 央 部 ３ ６ Ｂ に 取 付 け る 構 成 で あ る の
で 、 ガ イ ド 部 材 ３ ６ 及 び 連 結 部 材 ３ ５ の 取 外 し と 同 時 に Ｉ Ｃ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ も 取 外 せ る
。 こ の た め 、 カ ー ド 詰 ま り 発 生 時 に 搬 送 路 上 側 を 極 め て 簡 単 に 開 放 で き 、 カ ー ド 除 去 作 業
が 容 易 と な り メ ン テ ナ ン ス が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
更 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 印 字 処 理 部 ５ ０ 側 も 搬 送 路 上 側 の 加 圧 ユ ニ ッ ト ６ ０ の 係 止 爪 を ラ
ッ チ か ら 外 す だ け で 、 搬 送 路 上 方 を 容 易 に 開 放 で き る の で 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 ３ ０ 及 び 印 字 処
理 部 ５ ０ を 含 む 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 ２ １ の 搬 送 路 全 体 が 容 易 に 開 放 で き 、 カ ー ド 詰
ま り 発 生 時 の カ ー ド 除 去 等 の メ ン テ ナ ン ス が 極 め て 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ガ イ ド 部 材 の 形 状 は 図 ２ の よ う な 形 状 に 限 る も の で な く 、 図 ４ ～ 図 ６ に ガ イ ド 部 材 の そ れ
ぞ れ 別 の 例 を 示 す 。
図 ４ の ガ イ ド 部 材 ７ ０ は 、 図 ３ に お い て 他 方 の 搬 送 路 側 壁 ３ ９ 側 に 取 付 け た ガ イ ド 部 材 ４
０ を 省 略 し て 、 ガ イ ド 部 材 ７ ０ の 両 側 に 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド の 搬 送 ガ イ ド 部 ７ １ ， ７ １ を 形
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成 す る よ う に し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 上 述 し た ガ イ ド 部 材 ３ ６ と 同 様 で あ る 。
か か る 構 成 の ガ イ ド 部 材 ７ ０ に よ れ ば 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 ３ ０ に お け る 搬 送 路 上 側 の ガ イ ド 部
材 の 取 付 け 作 業 が 、 ガ イ ド 部 材 ７ ０ を 取 付 け る だ け よ く 、 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 の 組
立 て 作 業 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 ５ の ガ イ ド 部 材 ８ ０ は 、 ガ イ ド 部 材 ８ ０ の 一 方 の 端 部 側 に 通 孔 ８ １ を 設 け 、 該 通 孔 ８ １
に 、 搬 送 路 側 壁 ３ ９ に 固 定 し た 回 転 軸 （ 図 示 せ ず ） を 貫 通 さ せ 、 該 回 転 軸 回 り に 回 動 可 能
な 構 成 で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 上 述 し た ガ イ ド 部 材 ３ ６ と 同 様 で あ る 。 か か る 構 成 の ガ
イ ド 部 材 ８ ０ は 、 他 方 の 係 止 片 を 搬 送 路 側 壁 ３ ９ か ら 外 し 、 回 転 軸 回 り に ガ イ ド 部 材 ８ ０
を 回 動 す れ ば 、 搬 送 路 上 側 を 開 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ６ の ガ イ ド 部 材 ９ ０ は 、 そ の 中 央 部 ９ ０ Ａ を 、 連 結 部 材 ３ ５ の 形 状 に 合 わ せ て 略 コ 字 状
に 折 曲 形 成 す る よ う に し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 上 述 し た ガ イ ド 部 材 ３ ６ と 同 様
で あ る 。 か か る 構 成 の ガ イ ド 部 材 ９ ０ の 場 合 は 、 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ を ガ イ ド 部
材 ９ ０ で は な く 搬 送 路 側 壁 ３ ９ 側 に 取 付 け る 。 こ の た め 、 搬 送 路 上 側 を 開 放 す る 場 合 に 、
ガ イ ド 部 材 ９ ０ と Ｉ Ｃ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ を 別 々 に 取 外 す 必 要 が あ り 、 図 ２ ～ 図 ５ の ガ イ ド
部 材 ３ ６ ， ７ ０ ， ８ ０ に 比 べ て 搬 送 路 上 側 の 開 放 作 業 に 手 間 が か か る が 、 Ｉ Ｃ 処 理 ユ ニ ッ
ト ３ ８ が ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 が 一 体 化 さ れ て い る の で 、 従 来 構 造 に 比 べ れ ば 、 ア ン
テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 間 の 配 線 取 外 し 作 業 等 が な い 分 だ け 搬 送 路 上 側 の 開 放 作 業 が 容 易 と
な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
尚 、 本 発 明 の 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 は 、 通 信 距 離 の 長 い （ 通 信 距 離 ２ ５ ｍ ｍ 以 上 ） 非
接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 応 す る 場 合 も 、 Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 ３ ０ に お け る 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ 間 の
搬 送 路 上 側 の ス ペ ー ス に Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ を 配 置 し て も よ い が 、 従 来 と 同 様 に
図 １ に ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ 間 の 搬 送 路 下 方 に も 、 ア ン テ ナ 部 と
デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ を 配 置 可 能 な ス ペ ー ス を 有 す る の
で 、 押 圧 ロ ー ラ ３ ３ ， ３ ４ 間 の 搬 送 路 下 方 に Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト ３ ８ を 配 置 す る こ と
は 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 一 対 の 押 圧 ロ ー ラ の 連 結 部 材 の 形 状 を 工 夫 す る こ と
に よ り 、 搬 送 路 上 方 に ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 を 一 体 化 し た Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を
配 置 で き る よ う に し た の で 、 ア ン テ ナ 部 を 搬 送 面 に 近 接 す る 必 要 が あ る 通 信 距 離 の 短 い 非
接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド に 対 応 す る 場 合 で も Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト の ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部
を 一 体 化 し て 組 付 け で き る 。 従 っ て 、 Ｉ Ｃ 処 理 ユ ニ ッ ト の 組 付 け 作 業 性 を 向 上 で き る だ け
で な く 、 ア ン テ ナ 部 と デ ー タ 処 理 部 の 対 応 関 係 の 管 理 が 不 要 に な る 利 点 を 有 す る 。 ま た 、
Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 搬 送 路 上 側 に 配 置 し た 場 合 で も 、 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト の 取
外 し が 容 易 で 搬 送 路 の 開 放 が 容 易 と な り 、 カ ー ド 詰 ま り 発 生 時 に お け る カ ー ド 除 去 等 の メ
ン テ ナ ン ス 作 業 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 搬 送 路 側 壁 に 着 脱 自 由 に 係 止 さ せ た ガ イ ド 部 材 に Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト を 取 付 け
る こ と に よ り 、 ガ イ ド 部 材 と 一 体 に Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト の 取 外 し が で き る の で 、 よ り
一 層 搬 送 路 の 開 放 作 業 が 容 易 と な り メ ン テ ナ ン ス 作 業 が 容 易 と な る 。
更 に 、 印 字 処 理 部 の 搬 送 路 の 上 側 に 取 外 し が 容 易 な 加 圧 ユ ニ ッ ト を 設 け る 構 成 と す れ ば 、
非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 の 搬 送 路 全 体 を 容 易 に 開 放 で き 、 カ ー ド 除 去 等 の メ ン テ ナ ン ス
作 業 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置 の 一 実 施 形 態 の 概 略 構 成 図
【 図 ２ 】 同 上 実 施 形 態 の 連 結 部 材 及 び ガ イ ド 部 材 の 説 明 図
【 図 ３ 】 ガ イ ド 部 材 の 係 止 状 態 を 示 す 断 面 図
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【 図 ４ 】 ガ イ ド 部 材 の 別 の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 ガ イ ド 部 材 の 別 の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ６ 】 ガ イ ド 部 材 の 別 の 構 成 例 を 示 す 斜 視 図
【 図 ７ 】 従 来 装 置 の Ｒ ／ Ｗ 処 理 部 の 概 略 構 成 図
【 図 ８ 】 従 来 の 押 圧 ロ ー ラ の 連 結 構 造 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
２ ０ 　 　 非 接 触 Ｉ Ｃ カ ー ド 処 理 装 置
３ ０ 　 　 Ｒ ／ Ｗ 処 理 部
３ １ ， ３ ２ 　 　 搬 送 ロ ー ラ
３ ３ ， ３ ４ 　 　 押 圧 ロ ー ラ
３ ５ 　 　 連 結 部 材
３ ６ ， ７ ０ ， ８ ０ ， ９ ０ 　 　 ガ イ ド 部 材
３ ６ ａ 　 　 リ テ ー ナ 部
３ ６ ｂ 　 　 係 止 片
３ ６ ｃ 　 　 爪 部
３ ７ 　 　 コ イ ル バ ネ
３ ８ 　 　 Ｉ Ｃ デ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト
３ ９ 　 　 搬 送 路 側 壁
５ ０ 　 　 印 字 処 理 部
６ ０ 　 　 加 圧 ユ ニ ッ ト
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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